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平成２９年度 第１回熊本大学武夫原会理事会 議事概要（案） 

 

日 時 ： 平成２９年６月２４日（土）１４：００～１５：００ 

場 所 ： 熊本大学くすのき会館 

出席者 ： 村田信一（武夫原会会長、昭48年卒）（議長）、野口恭子（武夫原会副会長、

昭57年卒）、出井昇（昭30年卒）、星永文夫（昭31年卒）、國津英愛（昭37

年卒）、神崎芳郎（昭40年卒）、星野誠一（昭42年卒）、吉本英俊（昭45年

卒）、坂本康尚（昭46年卒）、佐野二郎（昭46年卒）、山中至（昭49年卒）、

西島喜義（昭50年卒）、田崎龍一（昭52年卒）、豊田祐一（昭54年卒）、 

野口健一郎（昭57年卒）、田代久美子（昭60年卒）、西川毅（昭60年卒）、

福本哲也（昭60年卒）、村田竜二（昭62年卒）、井口英樹（昭63年卒）、 

佐藤大輝（平23年卒） （計21名） 

 

議題 【議長 村田会長】 

 議事に先立ち、議長から、副会長の徳永隆裕氏が、6月22日付けで、一身上の都合によ

り、理事・副会長職辞職願を提出された旨、報告があった。 

（１） 平成２８年度事業報告（案）及び決算について 

議長から、平成28年度事業計画及び平成28年度決算の内容について説明があっ

た後、協議の結果、提案のとおり承認された。（平成 28 年度事業計画及び平成 28

年度決算はここをクリック） 

（２） 平成２９年度事業計画（案）及び予算（案）について 

議長から、平成29年度の事業計画及び平成29年度予算について説明があった後、

協議の結果、提案のとおり承認された。（平成29 年度の事業計画及び平成29 年度

予算はここをクリック） 

なお、資料説明に際し、議長から以下の説明が加えられた。 

〇各地域での交流会は、熊本も含め各地域独自で行っていただくこととし、武夫 

原会の事業とは切り離して行う。 

〇50 周年基金については、寄付募集を終了し、熊本大学基金への寄付に一本化

す 

ることも含めて検討したい。この場合、寄付者の税金の控除も可能となる。 

     〇特別支援費として計上している志法会の学生への補助金については、理事会で 

承認の上は、本日の交流会の場をお借りして、学生に贈呈したい。 

     〇会報維持費については、徴収しないことを含めて、執行の段階で議論したい。 

     〇事務局経費については、執行の段階で、できるだけ縮小する方向で検討したい。 

     〇事業計画及び予算に限らず、関西武夫原会から意見があった。これについては、 

本理事会の議論を踏まえて、別途回答することとする。 

http://bufugenkai.net/archive/2_3h28gk.pdf
http://bufugenkai.net/archive/4_5h29gk.pdf
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また、50周年基金の使途について、具体化の検討を始めたいとの付言があった。 

（３） 熊本大学武夫原会会則の見直しについて 

議長から、武夫原会会則の改正案について説明があった後、協議を行い、改正案

について一部修正の上了承された。 

    また、改正後の会則による新たな体制については、議長から、事務局体制を含め

て再構築したいとの説明があった後、人事案は議長に一任願いたいとの提案があり、

了承された。 

なお、新しい体制については、7月17日に改正前の会則に則って開催する理事会

を開催し了承を得たいとの付言があった。（改正後の武夫原会会則については、武夫

原会会則のコーナーをご覧ください） 

 

報告事項 

（１） 卒業生表彰に係る候補者の推薦について 

平成29年度の卒業生表彰の推薦について、事務局から依頼があった。 

（２） その他 

     特になし。 

 

以 上  


